
ノロウイルス感染症患者の便や嘔吐（おうと）物中には大量のノロウイルス

が存在します。適切に処理しましょう。

＊この情報に関するお問い合わせ先：群馬県感染制御センター
TEL: 027-232-4881 E-mail： eikanken@pref.gunma.jp

＜床などに飛び散った患者の嘔吐物の処理方法＞

１．マスク、使い捨てのガウンまたはエプロン、手袋をする

日ごろより用意しておくもの

２．バケツに消毒液を作り、その中

に新聞紙やタオルなどを浸す

３．まず、新聞紙で嘔吐物を取

り除き、次にタオルで拭く

４．ふき取った新聞紙やタオルは
ビニール袋へ入れる

５．すべて入れ終わったビニール
袋の口をしっかりと縛る

６．嘔吐物入りのビニール袋を、

別のビニール袋へ入れる
７．同じ袋に使用した手袋なども
一緒に入れ、しっかりと縛る

８．嘔吐物をふき取った場所は、消毒薬で湿らせたタオルなどでしばらく（10～30分）覆っておく
※塩素系消毒薬は、金属を腐食させるので良く拭き取り10分くらいしたら水で拭く

９．しっかりと手を洗い、うがいをする

• 嘔吐物の処理は1,000ppmでお願いします。 ・ 塩素系消毒薬は漂白作用があります。
• 必ず手袋をして肌などに直接接触しないようにお願いします。

塩素系消毒液（1,000ppm）を約3リッター作成する方法

◇処理をする前に
1.周囲にいる人を離れた場所へ移動させ、
窓を開けるなど換気をします

2. 嘔吐物の飛散を防ぐため、新聞紙や
ペーパータオルなどで覆います

3. 嘔吐した人に対する対処を行います
4. 嘔吐物の処理を行います

[1、3はできれば同時進行で、嘔吐物の
処理は最小人数で行います 。
嘔吐物は素手で触らない（手袋を使用）]

ノロウイルス感染症を予防しようノロウイルス感染症を予防しよう!!!!
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